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(1)　第 57号 青森地区保護司会だより

く
同
一で
あ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
時
代
に
よ
っ

て
も
価
値
観
は
変
わ
り
得
る
。
む
し
ろ

変
化
や
多
様
性
に
連
動
し
な
い
こ
と
に

は
生
き
て
い
く
の
は
極
め
て
難
し
い
の

が
現
代
だ
。
現
に
私
が
更
生
保
護
の
仕

事
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
三

十
幾
年
か
の
間
に
も
関
係
法
令
の
発
出

や
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、ど
う
に
か
こ
う
に
か
（
青

色
吐
息
で
は
あ
る
が
）
私
は
走
り
続
け

て
き
て
い
る
の
か
な
、
と
思
う
。
そ
し

て
「
無
事
こ
れ
名
馬
」
と
い
う
言
葉
を

思
い
出
し
も
す
る
。
も
っ
と
も
こ
の
言

葉
は
元
々
菊
池
寛
が
禅
僧
の
語
録
で
あ

る「
臨
済
録
」の
中
の「
無
事
こ
れ
貴
人
」

と
い
う
禅
語
に
由
来
し
て
作
っ
た
造
語

ら
し
い
。「
臨
済
録
」
で
は
、
さ
ら
に

こ
れ
に
「
た
だ
造
作
す
る
こ
と
な
か
れ
、

た
だ
こ
れ
平
常
な
り
。
汝
【
な
ん
じ
】、

外
に
向
か
っ
て
傍
家
【
ぼ
う
け
】
に
求

過
【
ぐ
か
】
し
て
脚
手
【
き
ゃ
く
し
ゅ
】

を…

」
と
続
く
の
だ
そ
う
で
、
そ
の
意

味
は
と
い
う
と
、｢

平
常
の
あ
り
の
ま

ま
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
で
は
な
い
か
、
わ

き
道
、
脇
見
を
し
て
は
い
け
な
い…

｣

と

い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
名
伯
楽
と
は
到
底
な
り
得
ず
、
貴

人
に
も
ほ
ど
遠
い
が
、
あ
り
の
ま
ま
で
、

心
を
落
ち
着
か
せ
て
一
日
一
日
着
実
に

執
務
に
あ
た
り
た
い
と
思
う
。
あ
と
一

年
足
ら
ず
、
お
付
き
合
い
願
い
た
い
。

　
私
事
な
が
ら
、
今
時
分
に
届
く
同

業
者
か
ら
の
挨
拶
状
を
眺
め
て
い
て
、

来
春
、
自
分
が
出
す
こ
と
に
な
る
挨
拶

状
の
文
面
を
思
い
描
い
て
い
る
。
来
春

に
定
年
を
迎
え
る
私
は
皆
さ
ん
と
の
仕

事
上
で
の
お
付
き
合
い
は
、
こ
れ
か
ら

一
年
足
ら
ず
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
馬
車
馬
の
ご
と
く
働
い
て
き
た
、
と

も
い
え
ず
、
い
た
ず
ら
に
馬
齢
を
重
ね

て
き
た…

と
い
う
か
、少
な
く
と
も
「
千

里
を
走
る
名
馬
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
今
あ
る
管
理
職
の
立

場
と
し
て
は
、
名
馬
で
あ
る
よ
り
名
伯

楽
で
あ
っ
た
方
が
良
か
っ
た
に
決
ま
っ
て

い
る
。
だ
が
残
念
な
が
ら
、
そ
の
器
に

も
な
か
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
更
生
保
護
は
、
杓
子
定

規
な
法
律
の
枠
組
み
の
中
で
、
個
性
豊

か
な
個
々
の
人
間
を
社
会
の
一
員
と
し

て
受
け
容
れ
て
共
に
生
き
よ
う
と
い
う

理
念
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
。
だ
が
、
人

間
と
い
う
の
は
誰
し
も
杓
子
定
規
で
括

る
こ
と
の
で
き
な
い
面
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
し
、
価
値
観
や
感
受
性
な
ど
、

同
じ
社
会
に
あ
っ
て
、
例
え
長
年
共
に

同
じ
屋
根
の
下
で
暮
ら
し
て
い
て
も
全

「
雑
　
感
」

青
森
保
護
観
察
所

　
所
長　
辻　
博
勝

北海道新幹線 新青森-新函館北斗間
平成28年3月開業予定！

写真　北海道新幹線・奥津軽いまべつ駅（撮影　平成27年5月）
　　　隣のオレンジの建物は道の駅「アスクル」

　
北
海
道
新
幹
線
、
新
青
森
・

新
函
館
北
斗
間
は
、
平
成
１７
年

に
工
事
が
着
工
さ
れ
、
平
成
２8

年
３
月
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
札
幌
ま
で
は
、

平
成
４２
年
度
末
の
開
業
を
目
指

す
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

車
両
は
「
Ｈ
５
系
」
で
東
京
・

仙
台
〜
新
函
館
北
斗
間
は
「
は

や
ぶ
さ
」、
盛
岡
・
新
青
森
〜

新
函
館
北
斗
間
は
「
は
や
て
」

の
予
定
で
、
新
青
森
〜
新
函
館

北
斗
間
の
所
要
時
間
は
、
約
１

時
間
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。（
現

在
の
特
急
だ
と
約
２
時
間
）

　
２
年
毎
に
開
催
し
て
い
る
函

館
地
区
保
護
司
会
と
の
交
流
会

も
ち
ょ
っ
と
だ
け
身
近
に
な
っ
た

感
じ
で
す
ね
。

奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅

来
年
３
月
開
業
予
定

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

青
森
か
ら
函
館
迄

お
よ
そ
１
時
間
近

く
な
り
ま
す

し
ゃ
く
し
じ
ょ
う
ぎ

く
く

ば
れ
い

い
き
と
い
き

あ
お

め
い
は
く
ら
く



挨拶する辻青森保護観察所長、地区役員報告する佐藤事務局長

地区定時総会開催
平成 27年 5月 31日 第 57号　(2)青森地区保護司会だより

平
成
27
年
度

　
青
森
地
区
役
員
名
簿
　

（
第
１
分
会
）

（
第
１
分
会
長
）

（
第
２
分
会
長
）

（
第
３
分
会
長
）

（
第
４
分
会
長
）

（
第
５
分
会
長
）

（
第
１
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
４
分
会
）

（
第
５
分
会
）

（
第
３
分
会
）

（
第
２
分
会
）

（
第
１
分
会
）

（
第
４
分
会
）

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
地
区
定
時
総
会
は
、
第
１
期
地
域
別
定
例
研
修
会
の
後
に
開
催
（
出
席
51
名
・
委
任
状

46
名
）
さ
れ
、
来
賓
代
表
の
辻
青
森
保
護
観
察
所
長
の
挨
拶
後
、
26
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
が
承
認
、

続
い
て
27
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
、
満
場
一
致
で
原
案
通
り
承
認
、
役
員
改

選
で
は
、
理
事
・
役
員
全
員
が
提
案
通
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
来
賓
の
函
館
地
区
保
護

司
会
本
田
会
長
の
挨
拶
後
、定
年
満
了
退
任
保
護
司
の
鹿
内
哲
尚
氏（
２
分
会
）と
中
嶋
綾
子
氏（
４
分
会
）

に
法
務
大
臣
感
謝
状
・
記
念
品
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

会

　

長

副

会

長

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

常

務

理

事

事

務

局

長

会

　

計

庶
　
　
　
　
務

　

〃

　

　

〃

　

地

区

監

事

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

　

〃

　

広

報

部

長

研

修

部

長

渉

外

部

長

地
域
活
動
部
長

平成27年度

天
　
内
　
　
　
修

櫛
　
引
　
義
　
弘

塩
　
原
　
誓
　
子

蛯
　
名
　
將
　
輝

飯
　
田
　
祥
　
生

鎌
　
田
　
喜
代
志

石
　
田
　
道
　
夫

佐
　
藤
　
俊
　
政

山
　
田
　
啓
　
子

塩
　
原
　
誓
　
子

野
　
澤
　
絹
　
枝

樋
　
口
　
修
　
三

石
　
田
　
康
　
男

今
　
井
　
百
合
子

須
　
田
　
　
　
博

北
　
山
　
英
　
之

工
　
藤
　
照
　
造

伊
　
藤
　
尚
　
三

塩
　
原
　
誓
　
子

櫛
　
引
　
義
　
弘

小
豆
畑
　
　
　
緑

ち
か
　
　
こ

第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
〜〜
犯
罪
予
防
啓
蒙
運
動
の
推
進
〜〜

◎社会貢献活動の導入により、犯罪者の再犯防止および社会復帰の推進を図る
◎地域別定例研修会の受講者増員向上をはかる
◎保護司の安定的確保のため、候補者検討協議会を全分会で実施

重 点
目 標

開
催
日
　7
月
8
日（
水
）　「新
城
中
学
校
」

総会風景

開催日　4月 28 日（火）　
会　場　アップルパレス青森

発表する石田常務



平成 27年 5月 31日(3)　第 57号 青森地区保護司会だより

名　称  対　象 目　　　　的 実　施　期　間 実施場所

「刑の一部執行猶予制度」

平成27年度保護司研修計画 青森保護観察所

第1期

第2期

第3期

第4期

27年9月2日及び9月9日（2日間）
28年3月1日及び3月8日（2日間）

27年12月未定

27年12月未定

27年4月～6月

平成26年度
委嘱保護司

委嘱後概ね
2年未満

地域別定例研修

処遇基礎力強化
研修（第一次研修）

新任研修

指導力強化研修
（第二次研修）

新任保護司の使命・役割等
基礎的知識の習得

職務遂行上の事務手続き及び処遇の実務

処遇上の知識・技術の習得

実務上の知識・技術の向上

「青森県の更生保護の現状と社会貢献活動」について

「事例研究」

「社会貢献活動」

委嘱後概ね
2年以上4年未満

全保護司

概ね下記期間

27年7月～9月

27年10月～12月

28年1月～3月

地域別定例研修地域別定例研修

保護観察所

青　森　市

各　地　区

青　森　市

平成27年度

社会貢献活動は
　本年度から本格実施

懇親会で挨拶する本田函館地区会長

　
平
成
27
年
度
第
１
期
保
護
司
地
域
別
定
例
研
修
は
、
４
月
28

日
ア
ッ
プ
ル
パ
レ
ス
青
森
で
開
催
さ
れ
、
地
区
保
護
司
1
0
7

名
の
う
ち
56
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、「
青
森
の
更
生
保
護
」を
用
い
て
青
森
県
内

の
更
生
保
護
の
実
態
を
把
握
し
な
が
ら
更
生
保
護
を
取
り
巻
く

現
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
の
社
会
貢

献
活
動
実
施
状
況
を
確
認
、
本
格
実
施
に
向
け
て
、
今
後
の
問

題
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真右から渡邊統括保護観察官（3分会担当）、馬場保護観察官
（1分会担当）、鈴木保護観察官（2分会担当）、佐藤保護観察官
（4分会担当）、鹿ノ又保護観察官（5分会担当）

辻青森保護観察所長から法務大臣感謝状を受ける中嶋氏と鹿内氏

講師の
佐藤保護観察官



平成 27年 5月 31日 第 57号　(4)青森地区保護司会だより

“社会を明るくする運動”

青森保護観察所（青森地区各分会担当）職員紹介
青　森
２分会担当

青　森
３分会担当

青　森
４分会担当

青　森
５分会担当

（五所川原・つがる）（むつ下北） （上十三）

SSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSSS

日時　平成27年7月8日(水)
　　　午後1時30分～
会場　新城中学校　体育館

② 中学校社明活動

日時　平成27年7月5日(日)
　　　午前11時～
会場　駅前アウガ前・中三デパート前

③ 街頭広報活動

④ 「青森ねぶた祭」に参加予定

① 青森地区推進委員会
日時　平成27年6月11日（木）
　　　午後1時30分～
会場　青森保護観察所

渡邊　宏之鈴木　裕介 佐藤　文彦 鹿ノ又 義晴
保護観察官 保護観察官 統括保護観察官 保護観察官 保護観察官
馬場　英紀

青　森
１分会担当

第65回
～ 犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ ～

青森地区

※今年度の社会を明るくする運動ポスターは 2種類あります。そのうち俳優の故・高倉健氏を起用
　しましたポスターにつきましては , 著作権の関係から , 残念ながら本紙にも掲載できません。
　ご了承願います。お近くの貼ってあるポスターを是非探してみてください！

　中央推進委員会会議が，平成２７年２月１０日（火），安倍
内閣総理大臣のほか，社会を明るくする運動中央推進委員
会を構成する中央省庁の代表及び民間団体の代表の出席の
もと初めて首相官邸において開催されました。
　当会議では，上記宣言「犯罪に戻らない・戻さない」の決定
を踏まえ，再犯防止及び“社会を明るくする運動”について多
く国民の方々の理解と協力をお願いするため，安倍内閣総理
大臣から直筆の署名入りのメッセージが送られました。

内閣総理大臣メッセージを囲んで
（左から上川法務大臣，安倍内閣総理大臣，榊原日本経済
団体連合会会長，奥田日本更生保護協会理事長，“社会を
明るくする運動”フラッグアーティスト谷村新司氏）

今年度の社会を明るくする運動ポスター



平成 27年 5月 31日(5)　第 57号 青森地区保護司会だより

日時/平成27年10月 29日（木）

予告
詳細は後日
ご案内いた
します。 日時/平成27年11月 13 日（金）

（
退
任
保
護
司
）

（
退
任
保
護
司
）

立
ち
直
り
を
支
え
る

　
保
護
司
の
皆
様
に
感
謝

「
同
道
唱
和
」の

　
　
　
日
々
に
感
謝

第29回 東北地方更生保護大会
「山形県天童市」で開催

第37回 青森県更生保護大会　「むつ下北」で開催

将棋駒生産量は、全国の大部分を天童で占めています。その興りは、江
戸時代 , 旧天童藩士が内職として始めたことに由来するといわれていま
す。またフルーツの生産も盛んで , 特にフルーツの女王と呼ばれている
「ラ・フランス」は日本一の生産量です。

右から退任した中嶋氏と鹿内氏

元
第
１
分
会　

鹿
内　

哲
尚

元
第
４
分
会　

中
嶋　

綾
子

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
に
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
青
森
保

護
観
察
所
長
・
所
員
の
方
々
・
保
護
司
の

皆
様
は
、
常
に
寛
容
な
心
を
も
っ
て
、
人

生
の
生
き
方
を
教
え
、
ど
ん
な
に
大
変
な

保
護
観
察
者
に
対
し
て
も
、
更
生
の
道
を

悟
し
続
け
て
い
る
会
長
・
各
分
会
長
・
保

護
司
の
方
々
に
接
し
、
ど
ん
な
に
か
私
自

身
人
生
の
生
き
方
を
教
え
ら
れ
た
か
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
思
え
ば
、
恩
師
黒
滝
先
生
と
中
学
校
卒

業
後
45
年
ぶ
り
の
出
会
い
が
始
ま
り
で

す
。
恩
師
の
お
話
し
で
は
、
現
代
社
会
は

少
子
高
齢
化
で
あ
り
核
家
族
や
共
働
き

で
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
も
十
分
持
て

ず
、
人
間
関
係
が
希
薄
で
、
地
域
や
近
隣

で
問
題
行
動
の
誘
因
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。

　
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
各
種
学
校
・

ス
ー
パ
ー
・
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携

し
、
協
力
し
あ
い
青
少
年
の
健
全
な
自
立

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
犯
罪
者
が
少

な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
力
説
し
、
保
護

司
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
日
の
う
ち
に
、
書
類
を
持
参
し
、

記
述
さ
せ
、
数
日
後
に
保
護
司
と
の
こ
と
。

何
を
し
て
よ
い
や
ら
と
思
っ
て
い
た
と
こ

と
言
っ
て
あ
と
の
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん

保
護
婦
人
会
（
現
・
女
性
会
）
事
務
局
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
「
更
生
保
護
施
設

プ
ラ
ザ
あ
す
な
ろ
」
の
事
務
室
へ
ご
挨
拶

に
行
き
ま
し
た
時
に
、
柴
田
施
設
長
さ
ん

が
、「
中
嶋
さ
ん
、
所
長
か
ら
保
護
司
の

声
が
掛
か
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

受
け
る
べ
き
で
す
よ
。」
と
い
ろ
い
ろ
如

解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
自
信
が
無
く
返
事

を
ま
だ
返
し
て
い
な
い
私
の
背
中
を
押
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　「
人
は
天
が
与
え
た
使
命
が
あ
る
。」
と

以
前
に
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
微
力

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
15
年
３
月

１
日
､
保
護
司
の
拝
命
を
受
け
て
一
員
に

な
り
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
み
な
さ
ん
は
、

新
人
の
私
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し

た
。
保
護
観
察
所
の
担
当
主
任
官
に
ご
指

導
を
頂
き
、
良
き
先
輩
と
仲
間
に
支
え
て

頂
い
て
、
私
の
保
護
司
活
動
が
始
ま
り
ま

し
た
。「
罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」
の

保
護
司
の
精
神
を
心
が
け
て
対
象
者
と
向

き
合
っ
た
日
々
が
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出

し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
対
象
者

の
方
々
か
ら
自
分
の
知
ら
な
い
事
柄
を
学

ぶ
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　
人
生
は
多
く
の
人
と
触
れ
合
い
経
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
、
大
切
で
あ
る
と
実

感
し
な
が
ら
、
12
年
間
の
保
護
司
活
動
が

出
来
た
こ
と
は
、
保
護
観
察
官
の
ご
理
解

と
地
区
保
護
司
の
皆
さ
ん
は
じ
め
第
４
分

会
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
頂
き
努
め
る
こ
と

が
出
来
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
楽
し
く

活
動
が
終
わ
る
事
が
で
き
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ろ
へ
問
題
行
動
を
し
た
保
護
観
察
者
を
受

持
っ
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。
以
来
、
保

護
観
察
者
十
数
名
（
入
所
者
含
む
）
に
接

し
、
入
所
者
以
外
す
べ
て
更
生
し
、
元
気

に
働
い
て
い
ま
す
。

　
黒
滝
先
生
と
、
保
護
観
察
所
・
保
護
司

の
皆
様
に
恩
返
し
が
出
来
た
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
法
務
大
臣
よ
り
の

表
彰
ま
で
い
た
だ
い
た
こ
と
に
お
礼
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
27
年
２
月
28
日
を
も
っ
て

保
護
司
を
退
任
致
し
ま
し
た
。
思
え
ば
、

平
成
14
年
秋
に
、
当
時
の
青
森
保
護
観
察

所
・
丸
山
所
長
さ
ん
か
ら
、「
中
嶋
さ
ん
、

保
護
司
を
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。」
と

お
声
を
か
け
て
頂
き
ま
し
た
が
、
突
然
の

お
話
し
に
「
え
っ
・
・
、
私
で
す
か
・・
」
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第
３
分
会

藤
田
　
　
貢

平
成
27
年

　
３
月
１
日
付

平
成
27
年

　
３
月
１
日
付

　
平
成
27
年
3
月
1
日
に
保
護
司
を
拝
命

し
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
一
杯
で
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
約
39
年
間
、
海
上
自
衛

隊
に
勤
務
し
、
特
別
司
法
警
察
職
員
と
し

て
の
職
務
に
従
事
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
活
か
し
、
保
護
司
と
し
て
こ
れ

か
ら
は
住
み
良
い
社
会
を
築
く
為
の
一
員

と
し
て
「
一
生
勉
強
」
の
精
神
で
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

　
今
日
、
私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
家
庭
や
地
域

社
会
に
お
け
る
人
間
関
係
の
希
薄
化
や
、

家
庭
機
能
の
低
下
等
、
社
会
環
境
の
変
化

が
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
私
自
身
、
活
動
を
し
て
い
く
中

で
、
未
体
験
の
場
面
や
心
情
に
向
き
合
う

こ
と
も
多
い
は
ず
で
す
。
そ
の
よ
う
な
時
、

諸
先
輩
方
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
保
護
司

と
し
て
対
象
者
の
心
に
寄
り
添
い
一
緒
に

向
き
合
う
こ
と
で
、
共
に
成
長
し
学
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
3
月
31
日
で
外
ヶ
浜
町
役
場
を

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
外
ヶ
浜

町
の
保
護
司
に
欠
員
を
生
じ
て
い
る
の
で

や
っ
て
く
れ
な
い
か
と
同
町
平
舘
支
所
長

か
ら
依
頼
が
あ
り
、
保
護
司
に
関
す
る
何

の
予
備
知
識
も
無
い
ま
ま
引
き
受
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
3
月
1
日
付
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
辞

令
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
3
度
の
研
修

を
受
講
し
ま
し
た
が
、
専
門
用
語
の
理
解

に
苦
し
み
不
安
と
緊
張
で
ス
ト
レ
ス
満
杯

状
態
で
あ
り
ま
す
。

　
外
ヶ
浜
町
地
域
の
先
輩
保
護
司
さ
ん
の

お
話
で
は
、「
こ
の
地
域
は
事
件
が
非
常

に
少
な
い
の
で
あ
ん
ま
り
苦
に
し
な
い

で
」
と
聞
い
て
ち
ょ
っ
と
安
堵
し
て
お
り

ま
す
が
、
い
つ
何
時
事
件
が
起
こ
る
や
も

し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
し
っ
か
り
研
修
を
積

ん
で
そ
の
時
に
備
え
ね
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
保
護
司
に
関
し
て
何
の
知
識
も
無
い
私

で
す
が
、
諸
先
輩
方
の
足
手
纏
い
に
な
ら

な
い
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
海
と
山
と
川
の
あ
る
め
ぐ
ま
れ
た
環

境
の
中
で
、
育
っ
た
私
に
と
っ
て
、
県

庁
退
職
後
の
保
護
司
の
拝
命
は
、
天
と

地
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
よ
う
な
大
事
件

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
私
の
頭
の
中
に

は
、
初
心
不
忘
と
い
う
言
葉
が
大
き
く

占
め
て
い
た
。

　
保
護
司
と
し
て
、
一
生
懸
命
勉
強
し

な
が
ら
一
歩
一
歩
ゆ
っ
く
り
と
前
に
進

も
う
と
考
え
、
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で

あ
っ
た
が
、
今
思
え
ば
何
を
や
っ
て
き

た
の
か
8
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
頭
の
中
を
か
け
め
ぐ

っ
て
行
く
、
保
護
観
察
対
象
者
の
接
触

は
、
非
常
に
苦
労
し
た
。
最
初
は
、
相

手
の
立
場
を
考
え
接
し
た
積
も
り
が
、

私
は
つ
い
つ
い
そ
の
気
に
な
っ
て
し
ま

い
、
上
か
ら
の
目
線
で
対
応
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
後
々
の
処
遇
に

も
大
変
苦
労
し
た
。

　
保
護
観
察
対
象
者
に
は
対
象
者
と「
同

じ
目
線
」
で
の
対
応
が
不
可
欠
で
は
な

か
ろ
う
か
。
善
・
悪
の
け
じ
め
を
つ
け

る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　
最
後
に
私
が
信
念
を
も
っ
て
や
っ
て

い
る
言
葉
が
あ
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
。

「
集
中
す
る
と
つ
か
れ
る
か
ら
、
夢
中
で

頑
張
れ
!
私
は
山
に
行
く
と
霧
中
で
先

が
見
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。」

　
と
り
と
め
な
い
こ
と
を
書
い
た
が
、

は
ず
か
し
い
思
い
で
あ
る
。

　
私
は
、
保
護
司
の
活
動
に
興
味
が
あ
り

調
べ
た
り
、
保
護
司
会
の
方
に
話
を
聞
き

自
分
が
地
域
の
中
で
少
し
で
も
役
に
立
て

ば
と
思
い
保
護
司
に
な
る
と
決
意
し
ま
し

た
。
い
ざ
保
護
司
の
辞
令
を
手
に
し
て
、

若
い
自
分
み
た
い
な
者
が
、
他
人
の
人
生

を
左
右
し
て
し
ま
う
よ
う
な
大
任
が
果
た

せ
る
か
不
安
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　
自
分
は
た
い
し
た
人
生
経
験
を
持
っ
て

い
な
い
で
す
が
、
委
嘱
さ
れ
た
以
上
は
、

地
域
貢
献
に
取
り
組
む
と
共
に
、
強
い
善

の
気
持
ち
を
心
の
柱
と
し
て
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
更
生
保
護
活
動
に
努
力
し
て

行
き
ま
す
の
で
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

銭
谷
　
忠
雄

「
保
護
司
の
委
嘱
を
う
け
て
」

新
任
保
護
司
紹
介

新
任
保
護
司
紹
介

第
４
分
会

梅
原
　
茂

第
１
分
会

第
１
分
会

東
津
軽
郡
平
内
町
山
口

髙
橋
　
俊
嗣

た
か
は
し
　
　
と
し
つ
ぐ

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
平
舘

ぜ
に
や
　
　
　
た
だ
お

青
森
市
長
島

ふ
じ
た
　
　
　
　
み
つ
ぐ

「
保
護
司
と
し
て
の
自
覚
」

広
報
部
員
か
ら
の
一
言

さくらの階段（今別町）

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～

・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
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３
月
ま
で
の
７
年
間
を
、
青
森
第
一
分

会
に
所
属
し
て
平
内
町
で
活
動
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
の
薫
陶
を
受
け
な

が
ら
そ
の
務
め
を
全
う
で
き
た
事
は
あ
り

が
た
い
事
で
し
た
。
青
森
在
任
中
に
法
務

大
臣
表
彰
の
栄
に
浴
し
た
こ
と
も
周
囲
の

繋
が
り
の
中
で
の
事
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
小
生
が
保
護
司
に
任
じ
ら
れ
た
の
は

1
9
9
2
（
平
成
４
）
年
で
、
北
海
道
で

牧
師
や
神
学
校
教
育
に
携
わ
り
な
が
ら
の

保
護
司
活
動
で
し
た
。
平
内
町
で
は
初
め

て
の
青
森
県
体
験
で
し
た
が
、
皆
様
の
暖

か
い
ご
指
導
や
交
わ
り
の
中
で
働
き
を
進

め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
幾
つ
か
の
事
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

１
，
非
行
・
犯
罪
の
芽
を
刈
り
取
る

　
　
私
は
北
海
少
年
院
や
青
森
少
年
院
の

　
　
篤
志
面
接
委
員
も
務
め
て
お
り
ま
し

　
　
た
が
、
何
と
言
っ
て
も
予
防
活
動
が

　
　
必
要
と
い
う
事
で
し
た
。
保
護
司
会

　
　
が
地
域
の
小
中
学
校
で
集
い
を
開
く

　
　
事
は
大
変
重
要
な
事
だ
と
認
識
し
て

　
　
お
り
ま
す
。
家
庭
的
に
恵
ま
れ
な
い

　
　
子
弟
、
親
の
不
仲
の
犠
牲
に
な
る
子

　
　
弟
、
親
が
有
履
歴
者
で
そ
の
連
鎖
に

　
　
あ
る
子
弟
等
々
。
で
す
か
ら
学
校
で

　
　
の
ミ
ニ
集
会
は
、
き
っ
と
児
童
生
徒

　
　
の
心
に
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

２
，
面
接
を
通
し
て
自
己
の
確
立
を

　
　
現
代
社
会
は
人
間
関
係
が
希
薄
で
あ

　
　
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
は
そ

　
　
の
繋
が
り
を
壊
し
た
く
な
い
、
失
い

　
　
た
く
な
い
と
の
思
い
で
、
是
を
是
、

　
　
非
を
非
と
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
の

　
　
で
す
。
個
性
的
に
見
え
ま
す
が
実
質

　
　
は
没
個
性
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
人

　
　
た
ち
に
大
事
な
事
は
「
個
」
の
確
立

　
　
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
仲
間
同
士
で
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
異

　
　
な
っ
た
意
見
や
考
え
を
尊
重
し
、
尊

　
　
重
さ
れ
る
人
間
関
係
作
り
が
肝
要
だ

　
　
と
思
い
、
そ
の
こ
と
に
時
間
を
割
い

　
　
て
面
接
し
て
来
ま
し
た
。

３
，
有
用
な
自
己
像（
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
）
を

　
　
小
さ
い
頃
か
ら
の
自
己
像
は
、
役
に

　
　
立
た
な
い
、
居
場
所
が
な
い
、
い
て

　
　
も
い
な
く
て
も
い
い
存
在
だ
、で
す
。

　
　
み
ん
な
が
社
会
や
地
域
に
お
役
に
立

　
　
つ
、
感
謝
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
、
こ

　
　
と
に
気
付
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
社

　
　
会
復
帰
す
る
前
に
、
中
間
施
設
と
か

　
　
で
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
経
験
で
き
た

　
　
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
20
年
以
上
の
保
護
司
活
動
の
中
で
大
部

分
は
社
会
復
帰
し
て
行
く
の
で
す
が
、
観

察
途
中
で
逃
亡
し
た
り
自
死
し
た
り
と
言

う
辛
い
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

時
は
改
め
て
自
己
研
鑽
の
思
い
を
強
く
し

て
お
り
ま
す
。
　

　「
自
分
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
望
む
と

お
り
、
人
に
も
そ
の
よ
う
に
し
な
さ
い
。」

（
聖
書
／
黄
金
律
）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

「
保
護
司
活
動
の
中
で
」

元
第
１
分
会
所
属　
　

　
　

東　

頭　
　

 

戍

（
現
在
・
福
島
県
相
馬
地
区
所
属
）

保
護
司
と
し
て
の
学
校
と
連
携

情
報
便

第
３
分
会
副
分
会
長
（
広
報
部
長
）　　

　
　
　

伊　

藤　

尚　

三金沢小学校 PTA 広報紙「かなざわ」に掲載（平成 27 年 3 月発行）

　
犯
罪
の
未
然
防
止
の
た
め
、
学
校
へ
の
訪
問
、
児

童
生
徒
へ
の
講
話
及
び
呼
び
か
け
な
ど
は
必
要
と
思

っ
て
い
ま
す
。。
今
回
は
３
分
会
で
行
っ
て
い
る
保
護

司
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
社
明
運
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
、
甲

田
中
学
校
に
於
い
て
全
校
生
徒
を
対
象
に
「
悪
い
事

は
し
な
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
1
時
間
程
度
、
ビ
デ

オ
放
映
や
講
話
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

学
校
の
年
間
行
事
に
も
組
み
入
れ
て
7
月
中
は
正
門

前
に
社
明
の
ぼ
り
旗
を
50
m
程
掲
げ
地
域
に
対
し
て

も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
金
沢
小
学
校
P
T
A
か
ら
の
要
望
で

最
近
発
生
し
て
い
る
少
年
の
殺
人
事
件
等
を
未
然
に

防
ぐ
対
策
と
し
て
、広
報
部
か
ら「
子
育
て
に
つ
い
て
」

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
執
筆
し
、「
保
護

司
・
イ
ト
ウ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
の
子
育
助
言
」
と
し
て

学
期
ご
と
3
回
に
分
け
て
P
T
A
の
広
報
紙
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
期
は
甘
や
か
せ
ず
厳
し
く
育
て

大
き
く
な
っ
た
ら
話
を
良
く
聞
い
て
誉
め
て
あ
げ
る

こ
と
な
ど
、
親
の
子
育
て
に
対
す
る
私
な
り
の
指
導

法
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
ま
た
P
T
A
研
修
部

か
ら
は
、「
子
育
て
に

つ
い
て
」
の
講
話
を
依

頼
さ
れ
、
保
護
者
達
に

話
し
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
甲
田
中
学
校
、
金
沢

小
学
校
の
事
例
は
、
永

年
学
校
に
出
入
り
し
保

護
司
と
し
て
の
信
頼
関

係
が
充
実
し
て
い
る
中

で
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
今
後
と
も
地
域
の
学
校
、
交

番
、
保
護
司
、
民
生
委
員
等
の

連
携
協
力
の
基
、
非
行
防
止
犯

罪
未
然
防
止
の
た
め
、
児
童
生

徒
及
び
保
護
者
を
対
象
と
し
て

活
動
を
継
続
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

保護司 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★イトウのおっちゃんの子育助言 PARTⅢPARTⅢ



上・下 第4期地域別定例研修（各分会で開催）※

平成 27年 5月 31日 第 57号　(8)青森地区保護司会だより
平成27年度青森地区保護司会月別主要行事予定

自　平成27年4月1日　至　平成28年3月31日

主　　要　　行　　事
保 護 司 会 及 び 観 察 所 更女会・ B B S 会 他 関 係 団 体

月 日 主　　要　　行　　事

地区協力雇用主会定時総会（12日）
第 1回地区保護司会会長会議（22日）
県保連理事会（26日）

県保連理事会
第 2回地区保護司会会長会議

県保連理事会
第 4回地区保護司会会長会議

県保連自主研修

事務局ニュース は全保護司対象の行事
※印は観察所及び各団体事業

青森少年鑑別所意見交換会①　「第 1分会」

地区監査会

17

青森少年鑑別所意見交換会②　「第 2分会」15

青森少年鑑別所意見交換会③　「第 3分会」

各分会保護司候補者検討協議会設置説明会（第 1・2・3・5分会）

19

青森少年鑑別所意見交換会④　「第 4分会」

青森少年鑑別所意見交換会⑤　「第 1分会」

17

21

青森少年鑑別所意見交換会⑥　「第 2分会」

青森少年鑑別所意見交換会⑦　「第 3分会」

18

16

青森少年鑑別所意見交換会⑧　「第 4分会」20

青森少年鑑別所意見交換会⑨　「第 1分会」18

青森少年鑑別所意見交換会⑩　「第 2分会」18

青森少年鑑別所意見交換会⑪　「第 3分会」18

新任保護司辞令伝達式及び研修※1・中

27
未定

10

第１回正副会長会および役員会17

第 2回正副会長会および役員会下

下

下

下

上

社明運動「青森ねぶた祭り街頭広報」上

地区保護司会慰労会上

上
上

地区保護司会事業部会合同組織委員会
上

第 1回地区保護司会保護司候補者内申委員会中

第 3回正副会長会

第 4回正副会長会

下 第 2回地区保護司会分会事務担当者連絡協議会

中

第 2回地区保護司会保護司候補者内申委員会中

第 2回地区保護司会「役員会」中

第 3回地区保護司会「役員会」

第 1回地区保護司会ニューメンバー研修会

第 2回地区保護司会ニューメンバー研修会

第2期地域別定例研修（各分会で開催）※
新任保護司辞令伝達式・研修※

中

第 65回「社明運動」青森県推進委員会（アスパム）※
保護司候補者検討協議会設置説明会（第 4分会）

第 1回保護司候補者検討協議会（第 4分会）※

未定 第 1回地区保護司会分会事務担当者連絡協議会

未定

未定

第 2回保護司候補者検討協議会（第 4分会）※

平成 27年度県央ブロック保護司研修会（青森地区保護司会）未定

社会貢献活動協力者研修※未定

処遇基礎力強化研修（第一次研修）※未定
指導力強化研修（第 2次研修）※未定
薬物問題講習会※未定

保護司会事務担当者研修※
1

1・中

更生保護の日（1日～31日社明運動強調月間、各分会ミニ集会等開催）
5 社明運動街頭広報活動「アウガ前・中三前」

第１期地域別定例研修※地区保護司会定時総会・懇親会28

11 第65回“社会を明るくする運動”地区推進委員会（青森保護観察所）

8 第65回“社会を明るくする運動”地区実施（新城中学校）

29 第29回東北地方更生保護大会（山形県天童市）

13 第37回青森県更生保護大会（むつ下北会場）

上 第3期地域別定例研修※

地区 BBS 会総会
函館地区保護司会定期総会（24日）
地区更生保護女性会定時総会（24日）4

5

6

7

8

2

9

10

11

（1分会4/7、3分会 4/8、4分会 4/10、5分会 4/10、2分会 4/13）

12

1

3

更女会第 34回『みんなのつどい』（12日）
函館地区第 23回『市民のつどい』（16日）
県保連理事会
第 3回地区保護司会会長会議

県保連理事会
第 5回地区保護司会会長会議

青森県更生保護関係団体交流会
平成 28年「愛の泉」贈呈式・新年会

第 64回青森市社会福祉大会

8～13 分会定時総会

青森少年鑑別所意見交換会⑫　「第 4分会」18


